
置

Vol.342 

-.....，---

^ • ;,• 

．．
 
9

.

 

．
 

亀

．

--・--.... 
:. ,. 

.. . ・. 
ト9t
:・.-.. -.、•, . ...
・ •.-•'. -· .... ;,：芯・ ”..． ．． r ...-

． ． ．．ー ・・ ．、 ク．．/.- . ．、,.、ー・ ， ． ． ．ー・.--.,.. ・.. ・. . . .': ::•、 . •.9 ｀名 •． I；、;.:.·.?·· --• . · ·.·.> :・ 
--. -: .-~ -, ・_ - ・-.. •: :・,,: ・-- .. ・・, 

ー ． -. -•· イア “し・•9 .，••4 ・ r. 9・ • . -・ ． 
・・ 一人 ヽ ・. ..,.:.. ーク‘̂ ．. ．．; -- -.． •一， ．

. r 

‘-・ • - ‘^ ．ヽ,_..

■風を切ってゴーコー（マリンタワーファミリー広場おもしろ自転車）

:9 ( 

{_ 、~

`
 
..
 ...f
 ．．

 b・ 
t
 .•. 

‘.
 

言 ●南中学校新校舎
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▲白とブルーを基調とした明るい校舎

新
し
い
学
校
に
は
、
美
術
や
音

楽
な
ど
の
専
門
教
科
だ
け
で
な
く
、

数
学
、
英
語
、
国
語
な
ど
の
教
科

こ
と
に
専
門
教
室
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス

（ク
ラ
ス
単
位
の
拠
点
）
か
ら
教
科

が
変
わ
る
こ
と
に
移
動
し
て
授
業

を
受
け
ま
す
。

各
専
門
教
室
に
は
、
隣
接
し
て

パ
ソ
コ
ン
や
専
門
資
料
を
配
置
し

た
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
生
徒
た

楽
し
く
通
い

た
く
な
る
学
校
に

平
成
10年
9
月
か
ら
改
築
工
事
が

進
め
ら
れ
て
き
た
南
中
学
校
の
校
舎

が
平
成
12
年
3
月
に
完
成
し
、

4
月

21
日
に
は
竣
工
式
も
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
南
中
学
校
校
舎
の
建
替
え
に
あ
た

っ
て
は
、
町
教
育
委
員
会
を
中
心
に

先
生
•
生
徒
、
地
域
の
方
々
が
一
緒

に
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
み
ん
な
の
声
を
反
映
さ
せ
た

新
し
い
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
生
徒
た
ち
が
主

体
的
に
考
え
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

「
教
科
教
室
型
」
の
学
校
を
新
築
し

ま
し
た
。

....竣工式で「夢と希望があふれる学校に」とあいさつ

する小谷町長

ち
が
自
主
的
に
学
び
、
情
報
を
共

有
で
き
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
教
室
は
基
本
的
に
廊
下

と
の
仕
切
り
が
な
く
、
窓
を
大
き

く
と
る
な
ど
明
る
＜
開
か
れ
た
学

校
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

構造

面積

大洗町立南中学校概要
規模 鉄筋コンクリート造、一部屋根

鉄骨造、地上3階
敷地面積： 28.993.oo吊

建築面積： 3,56796吋

延床面積• 6,376 52吋

基本構想教育環境研究所

設計 •監理三上建築事務所

施工 建築：安藤・株木・要特定建設工事共同

企業体

1998年2月～1998年6月

1998年9月～2000年3月

設計期間

施工期間

み
ん
な
で
創
り
育
て
る
学
校

2000.6.5 広報おおあらい (2) 



朝
、
生
徒
た
ち
は
イ
ン
フ
オ
メ
—

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
見
て

一
日
の
予
定

を
確
認
し
ま
す
。
南
中
学
校
で
は
始

業
、
終
業
を
知
ら
せ
る
チ
ャ
イ
ム
を

な
く
す
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
を
取
り
入
れ

て
お
り
、
決
め
ら
れ
た
授
業
時
間
に

自
主
的
に
各
教
室
に
移
動
し
ま
す
。

ま
た
、
各
教
室
に
隣
接
し
て
い
る

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
教
科
ご
と

の
特
色
つ
く
り
の
ほ
か
、
授
業
内
容

や
生
徒
の
自
王
的
な
学
習
に
対
応
し

て
お
り
、
生
徒
自
ら
が
調
べ
、
｛
子
ぶ

雰
囲
気
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
中
央
メ
デ
ィ
ア
」
と
呼

ば
れ
る
図
書
室
で
は
、
開
放
的
な
空

間
に
低
い
書
架
を
配
置
し
資
料
や
本

を
気
軽
に
楽
し
く
探
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
に
よ
り
、
先
生
の
指
示
を

待
っ
「
受
け
身
」
で
は
な
く
、
「
自

ら
学
び
、
自
主
的
に
行
動
す
る
力
」

が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

►

次
の
予
定
を
ポ
ー
ド
で
確
認

自
主
性
を

高
め
る
た
め
に

今
後
に
向
け
て

校
舎
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
は
、

花
が
生
け
ら
れ
、
ロ
ビ
ー
や
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
に
は
、
県
立
近
代
美
術

館
か
ら
借
り
受
け
た
名
画
（
複
製
）

が
飾
ら
れ
て
お
り
、
先
生
や
生
徒

の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
用
途
こ
と
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ル
ー
ム
が

3
部
屋
あ
り
、

先
生
や
心
の
教
室
相
談
員
が
生
徒

の
相
談
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
「
教
科
教
室
型
」

な
ど
の
新
し
い
方
式
を
混
乱
も
な

く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
時
間
に

も
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
資
料
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
各

専
門
教
室
の
特
色
を
出
し
て
い
く

ほ
か
、
授
業
に
よ
っ
て
は
、
規
定

の
50
分
授
業
で
は
短
い
も
の
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業

で
50
分
に
こ
だ
わ
ら
な
い
授
業
時

間
を
設
定
す
る
方
式
「
モ
ジ
ュ
ラ

ー
ス
ケ
ジ
ュ
リ
ン
グ
」
の
導
入
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

潤
い
の
あ
る

学
校
生
活
の
た
め
に

（
 

”t
 風

の
テ
ラ
ス
か
ら
の
風
景

大
海
原
が
広
が
っ
て
い
ま
す

階

東
の
棟

3
 

ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
は
、
生
徒
た
ち
の
憩
い
の
場

自
由
な
生
活
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す

'

「

‘、

新
校
舎
は
、
ゆ

っ
た
り
し
た

図
苫
室
、
学
年
が
ま
と
ま

っ
て

食
事
が
で
き
る
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
、
海
が
見
え
る
テ
ラ
ス
な
ど
、

広
々
と
し
て
い
て
楽
し
い
空
間

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
よ
り

快
適
に
過
ご
す
た
め
、
迷
惑

・

安
全

・
機
能
の
三
大
原
則
を
も

と
に
し
て
全
校
生
徒
で
き
ま
り

を
決
め
ま
し
た
。

最
初
と
ま
ど
い
を
感
じ
た
ノ

ー
チ

ャ
イ
ム
、
七
十
五
分
授
業
、

教
科
の
た
び
に
変
わ
る
教
室
移

動
に
も
佃
れ
る
に
つ
れ
て
、
い

つ
も
次
の
こ
と
を
考
え
て
行
動

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
自

党
を
も

っ
て
生
活
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

よ
り
住
み
よ
く
楽
し
い
学
校

に
な
る
よ
う
、

一
人

一
人
が
思

い
や
り
の
心
や
い
た
わ
り
の
心

を
も

っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
校
舎
に
な
っ
て 南中学校3年

渡邊 侑子

(3) 広報おおあらい 2000.6.5 



南中学校新校舎ーひとりひとりが輝ける場所に一

2階
学
習
の
中
心
的
な
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
中
央
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
図
書
室
）

、
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
2

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム
）

と
国
際
メ
デ
ィ
ア
・
国
語
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

疇州

）
 

資料や本を気軽に楽しく探すことができ、

学習のスペースともなる中央メディア

私
は
新
し
い
南
中
に
初
め
て

入
っ
た
と
き
に
、
本
当
に
中
学

校
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
こ
ん
な
に

す
ご
い
中
学
校
は
、
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

学

校
と
い
う
所
は
建
物
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
建
物
の
中

に
い
る
人
が

一
番
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
も
し
子
供
の
勉
強
が

ロ
ケ

ッ
ト
だ
っ
た
ら
、
南
中
は

そ
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
発
射
さ
せ
る

所
で
す
。
生
徒
と
建
物
は

一
緒

に
よ
い
学
校
を
造
り
ま
す
。
大

洗
町
は
す
ご
く
現
代
的
な
建
物

を
造
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
先
生
と

生
徒
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
私

た
ち
は
目
標
や
夢
を
持
ち
、
実

現
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
み
ん
な
で

21
世
紀
に
向
か

っ
て
、
自
分
の
学
校
生
活
を
楽

し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

21
世
紀
に
向
か
っ
て
大洗町外国語指導助手

ランド・アンドリュー

2000.6.5 広報おおあらい (4) 



南中学校新校舎一ひとりひとりが輝ける場所に一

ガラス張りで生徒に開かれた
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1階
ラ
ン
チ
ル
—

ム
や
創
佳
糸
特
別
教
室
（
姑
術
堂
、

美
術
室
、
家
庭
科
室
）
と
音
楽
室
、
格
技
場

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

r̀ 

”
|̀
丁

ランチルームで楽しい給食

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 「

す
ば
ら
し
い
校
舎
で
す
ね
。」

異
口
同
音
に
述
べ
て
い
か
れ
る

視
察
者
：・・:
。
町
当
局
の
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
、
全
国
に
誇

れ
る
学
校
を
造

っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

さ
ほ
ど
混
乱
も
な
く
、
生
徒

は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
素
早
く

順
応
し
、
生
き
生
き
と
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
新
校
舎
に
ふ
さ

わ
し
い
「
自
主

・
自
立
」
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
幸
い
地
域
の
方
々
、

保
設
者
の
皆
様
の
学
校
に
対
す

る
思
い
が
強
く
、
温
か
い
御
協

力
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
つ
ば
い
で
す
。

な
お

一
層
生
徒
・

家
庭

・
地

域
が
相
互
に
連
携
し
、
み
ん
な

で
考
え
て
創
造
し
、
育
て
て

い

く
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
努

新
校
舎
で
の
ス
タ
ー
ト

南中学校長

池田吉人

(5) 広報おおあらい 2000.6.5 



第1回大洗町民ゴルフ大会

゜

：翡9
・トヒッ9ス

関
根
庸
国
さ
ん
が
優
勝

第

1
回
大
洗
町
民
コ
ル
フ
大
会
が

5
月
22
日
（
月
）
に
大

洗
コ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
、

18
歳
か
ら

77
歳
・
女
性

7
人
を
含
む

1
9

5
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
新
ペ
リ
ア
方
式
で
行
わ

れ
関
根
庸
国
さ
ん
大
洗
町
五
反
田
1
7
2
番
地

43
歳
（
五

反
田
2
区
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

....優勝した関根庸国さん （写真左端） スターティンクホールにて

）
 

大洗コルフ倶楽部は、昭和28年10

月に開場して以来、「関東プロゴル

フ選手権大会」（昭和33年）を始め

として「日本プロゴルフ選手権大会」

（同35年）、「日本アマチュアコルフ

選手権大会」（同36年、60年）、「三

菱ギャラントーナメント」（同54年、

61年、平成5年、同8年）「日本オ

ープンゴルフ選手権競技」（平成10

年）が開催された全国屈指の名門コ

ルフ場です。

この素晴らしいゴルフ場でのプレ

ーを通じて、町民の皆さんの親睦を

深めようと今年初めて開催した町民

コルフ大会。初夏を思わせるほどの

晴天に恵まれ、参加した皆さんは難

易度の高いコースに苦しみながらも

楽しい一日を過こしていました。

第1回大洗町民ゴルフ大会成績
順位 氏 名 TOTAL (i2) HDCP NET 

① 関根附国 86 15.6 70.4 
② 関根隆 彦 91 20.4 70.6 

③ 後藤 宏 84 13 2 70.8 
④ 小松崎 喜代ー 89 18.0 710 
⑤ 飯 田 功 82 10.8 712 
⑥ 消 宮重 雄 82 10.8 712 
⑦ 市毛 幸一 79 7.2 718 
⑧ 大里則 義 90 18.0 72.0 
⑤ 小松崎 富士男 84 12.0 72.0 

⑩ 田山 友重 82 9.6 72.4 
⑪ 福 本隆治 82 9.6 72.4 

⑫ 小松崎 実 81 8.4 72 6 
⑬ 佐久間光 夫 86 13 2 72.8 
⑭ 横倉康 彦 80 7.2 7 2. 8 

⑮ 後藤 善 作 91 18.0 73.0 

⑯ 永山惣太郎 85 12.0 73.0 

⑰ 矢 作定仁 85 12.0 73.0 
⑱ 打田丈 夫 101 2 7. 6 73.4 
⑲ 坂 場行城 107 33.6 73.4 
⑳ J出司治三郎 94 20.4 73 6 
⑪ 大山康 昌 80 6.0 74.0 

⑫ 山崎周巳 92 18.0 74.0 
⑬ !！せ 沼則 幸 98 24.0 74.0 
⑳ 庄 司 芳 雄 86 12.0 74.0 
⑮ 西村英 二 91 16.8 74.2 

⑳ 村岡克己 97 22.8 74.2 
⑰ 関根 美恵了 96 21.6 74.4 

⑳ 菅 谷良弘 90 15.6 74.4 

¥2f`  ‘ 91 関根久 子 101 26.4 74.6 
⑳ 柁山照雄 89 14.4 74.6 

紙而の都合で上位30名まで掲載（新ペリア方式）

2000.6.5 広報おおあらい (6) 



最近、特に心痛む少年による凶悪事件が相次

いでいる。 一連の事件の共通した背景には、日

本が戦後、高度経済成長を続け物質的に満たさ

れ豊かになっていく中で、昔は家庭の中で自然

に身についた自主性や道徳心、思いやりの心が
続

失われ、子どもの心の能力が年齢相応に育って 男；
いないということがあるのではないか。 す
道徳心やしつけの必要性、家庭教育や地域社 そ）

会の教育力の活性化などを盛り込んだ首相の私 ヨ三

的諮問機関「教育改革国民会議」（江崎玲於奈 大 累
座長）が「人間性」「学校教育」「創造性」の3 ~克 ..,/ 
つの分科会に分かれ議論が始まりました。また、 1町 句三
5月ll日には続発する少年犯罪を受けて当会 長~ うB
議座長緊急アピールが出されました。

少年による狂気に強い衝撃と戦慄を感じたこ 小
罪

，，、
の時期、マリンタワー前イベント広場で中学生 合こ

IL 
数名が「町長さんこんにちは」潮干狩りにいっ 隆

甲
しヽ'‘

一てきたと駆け寄ってきた。さわやかなあいさつ 允つ
と明る＜素直な子供たちとの会話の後、なんともいえないす

がすがしい気持ちになった。

過日、 ロータリークラブ主催の「新世代の集い」に参加し、

中学2年生約100名の子供たち、彼らの夢や希望・まちづく

りや将来どんな大人になりたいか、などを聞く機会があった。

21世紀の地域を担う彼らの声に耳を傾け、子供たちが豊か

な人間性をはぐくむために、我々大人の側で考えていかなけ

ればならないことはたくさんある。

今、我が町の子供たちは、いじめや学級崩壊などもなく明

る＜おちついています。しかし、おちついて生活している時

こそ、先を見据え対策を講じなければと、 5月22日に町青少

年問題特別対策会議を開催し、「社会で許されない行為は、子

供でも許されない」という姿勢で、問題行動には時として厳

しく対処するとした基本方針を確認し、地域ぐるみでの非行

防止の推進をお願いしたところです。

ある調査によると、自然体験や生活体験が豊かな子供ほど

道徳観・正義感があるという分析結果があります。忙しい子

供たちに自然•生活体験 ・ 遊びを保障していくには、大人の

側の意識改革も求められています。

00 勾十nll-、バ’’’l力大洗』
皆さんのこ協力をお願いします

町
で
は
、
今
年
も
皆
さ
ん
と

一
緒
に
町
を
き
れ
い
に

し
よ
う
と
全
町

一
斉
に
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
洗
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

実
施
日
時
／
7
月
2
日
（
日
）

午
前
5
時
30
分
集
合
午
前
6
時
開
始

※
雨
天
の
場
合
は
、

7
月
16
日
（
日
）

実
施
場
所
／
主
要
道
路
の
空
き
缶
等
の
一
斉
回
収
、
大

洗
海
岸
、
サ
ン
ビ
ー
チ
海
岸
の
清
掃
、
町
内
の
こ
み
集

積
所
、
公
園
、
家
庭
廻
り
の
清
掃

町
内
の
皆
さ
ん
へ

ご
み
は
各
地
区
の
こ
み
収
集
場
所
に
、

燃
え
る
こ
み
、

燃
え
な
い
こ
み
、
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
品
に
分
別
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雑
草
に
つ
い
て
は
、
こ
み
焼
却
場
に
直
接
持
ち
込
め

る
町
内
会
は
、
袋
詰
め
し
て
、
午
前
9
時
ま
で
に
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
内
線
2
4
3
)

(― 

、̀
｀

・ゴlるV41=ttる'

衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
小
選
挙
区
・
比
例
代
表
選
出
）

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

きヤ ....す官す 出 と補 ....確際し ....で ....る日力住日
tJ I仕-, °の ゜- 政者衆 投 認にま投 入 で午 投 方以月民以満 ｝

て目 所
又.__,裁衆

いな事 不 国まの党を議 票 をはす票 場 す前 票 で前以基前 20 票 — 判議
場どや 在 民た 2を選院 の お‘ ゜所 券 ゜7 時 すか上本に歳の /'=官院
合の冠 者 審‘つ選ぶ議 制 忘入当入 は 時 間 ゜ら＾台生以 で 付
は理婚 投 査最に'〗 --, 員 度 れ場日場 か は - 平帳ま上き

わ国議

、由葬 票 も高分 -,畿 総 i-tJ.券投券 ら
れ民員
る 審総

--,で祭 L.. 同裁か 比挙 選 つ くと票は 午 録 l2引た屈 方 す査選
．の 時判れ 例 挙 い ゜投所郵 さ年き方和 。が挙

在当旅 ―.. ！こ所て 代選 は て 票に送 8 
者日行 利 ィ子裁い 表 て月きで年 6 最
炉投 ．用 ゎ判ま 選'-{灰 のくた ‘ 月 高

巴て‘t， ロ・·．~麿闊 胃賊

合 事 問 下
▼ ね~前 ま

2 局 せ いすでし票方 郵 、
い入 さ け 場時 の月 所不 る

ぁ ― ででもた゜ 場 れなて l30土］3は在 こ
＾ ／ ゜の き‘のは包イ本 え きき‘戸＾ 券 るおい 階分 ・日 者 と
7役町 でるそ制 ー が な まれ本し
-場選 ‘条れ度 病 で 不 すば人

口畠 を 際、ま 住か 日 ＾ 投 が

5総挙 お件ぞが巴‘不 在 ゜ ‘
不 持 は---,す 民ら 曜さ 票 で

l務管 早がれぁ 入自 者
で入要 っ 、不 °ホ午 を - き
-----,あ場-て必 在 1 後 含か の ま

l課理 め限不りで院由 投 不る券 おす 者 ル 8 むつ 期 す
l内委 にら在まのさな 票 在ーが 越こ•投 で 時 毎 24 間 ゜

ム おれ者す不れ方 も と、届 し本 票 受 ま 日日 と
＝ たて投 ゜在ては
すい票た者い、 ご確前 さが を 付 役午 ょ 闊

内
線
2
3
3
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••• 
＿
瞬
の
た
め
ら
ひ
あ
り
て
牡
丹
剪
る

夏
海
大
貫
千
代
子

（
評
）
鋏
を
手
に
、
庭
の
牡
丹
に
下
り

立
っ
た
の
だ
が
、
咲
き
盛
る
花
の
命
の

前
に
思
わ
す
た
じ
ろ
ぎ
、
こ
の
ま
ま
切

り
取
っ
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
心
の

揺
れ
動
く
瞬
間
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

百
花
の
王
と
言
わ
れ
る
牡
丹
な
ら
で
は

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

夜
桜
を
散
ら
せ
る
風
に
送
ら
る
A

明
神
町
小
松
崎
美
代

（
評
）
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
万
染
の

桜
、
雪
洞
の
淡
い
灯
影
を
か
す
め
て
散

る
花
び
ら
な
ど
、
夜
桜
の
美
し
さ
を
満

喫
し
て
の
帰
る
さ
、
又
も
一
陣
の
夜
風

が
ひ
ら
ひ
ら
と
落
花
を
舞
わ
せ
て
送
り

出
し
て
呉
れ
た
の
で
あ
る
。

あ
し
た

花
の
塵
掃
く
タ
ベ
あ
り
朝
あ
り

髭

釜

川

崎

京

子

（
評
）
枝
を
は
な
れ
、
地
に
散
り
敷
い

た
花
び
ら
や
花
し
べ
な
ど
を
、
花
展
、

花
の
塵
な
ど
と
言
う
。
庭
か
近
所
の
桜

の
大
樹
が
落
花
の
日
々
を
迎
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
朝
な
夕
な
、
幕
を
手
に
降

嫌
壇

ぼ
ん
ぼ
り

雪
洞
の
揺
る

こ
の
み
な
り
花
の
雨

新
町
岸
和
田
和
子

（
評
）
お
花
見
に
花
の
名
所
へ
来
て
は

見
た
も
の
の
、
生
憎
の
雨
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
花
房
か
ら
の
雨
雫
が
傘
を
打

ひ
と
り

つ
の
を
聞
き
な
が
ら
、
人
気
も
な
く
唯

仄
暗
い
樹
間
を
見
渡
す
と
、
そ
こ
こ
こ

に
吊
り
巡
つ
さ
れ
た
雪
洞
が
、
雨
風
に

揺
れ
動
い
て
居
る
ば
か
り
な
の
で
あ

る
。

問
は
れ
て
も
判
ら
ぬ
種
も
蒔
き
に
け
り

東

光

台

田

中

勝

枝

（
評
）
花
種
を
蒔
い
て
い
る
。
欲
張
っ

て
あ
れ
も
こ
れ
も
と
買
っ
て
き
た
種
で

あ
る
。
た
ま
た
ま
通
り
す
が
り
の
人
に
、

何
蒔
い
て
い
る
の
、
と
訊
ね
ら
れ
て
も
、

今
な
に
を
蒔
い
て
い
る
の
か
、
自
分
で

も
判
ら
な
い
の
で
あ
る
。

菖
蒲
湯
を
立
て
て
く
れ
ろ
と
妻
に
言
う

新

町

加

藤

宗

一

（
評
）
五
月
五
日
、
端
午
の
日
は
菖
蒲

り
積
む
花
屑
を
掃
く
。
人
間
の
冥
利
で

な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う
。

●
使
裕
亀
泉
進

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

風
通
る
窓
辺
に
飽
か
ず
見
る
桜

桜

道

上

野

君

枝

玉
砂
利
の
響
く
参
道
つ
つ
じ
咲
く

祝

町

今

川

う

め

日
溜
り
に
芽
の
ふ

っ
く
ら
と
桜
か
な

祝

町

今

川

晟

旅
に
来
て
芭
蕉
の
句
碑
の
草
を
引
く

金

沢

猿

田

俊

子

若
草
に
人
寝
転
び
し
跡
あ
り
し

永
町
浅
見
三
千
子

早
苗
積
む
車
に
道
を
譲
り
け
り

桜

道

真

田

静

子

釣
糸
を
垂
ら
す
父
と
子
子
供
の
日

髭
釜
清
水
拡
一
朗

つ
き
当
る
も
の
な
き
空
の
四
月
か
な

新

町

酒

井

省

ふ

き

と

う

蕗
の
醤
人
生
も
ま
た
ほ
ろ
苦
き

蔵

前

田

山

佳

風

の
出
番
で
あ
る
。
軒
菖
蒲
、
菖
蒲
髪
、

菖
蒲
鉢
巻
、
菖
蒲
酒
、
そ
し
て
こ
の
菖

蒲
風
呂
。
子
供
達
も
成
人
し
、
こ
れ
ら

昔
な
が
ら
の
習
俗
か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て

居
る
。
ど
う
だ
、
久
し
振
り
菖
蒲
湯
で

も
立
て
て
、
さ
っ
ぱ
り
し
よ
う
で
は
な

い
か
と
、
か
み
さ
ん
に
ね
だ
っ
て
居
る

の
だ
。

‘’ ‘,/L 

``o 

滝
口
保
育
園
つ
き
く
み
共
同
制
作

「
た
の
し
い
雨
ふ
り
」

は
く
U
,0
足
し
の

~〗＿
。
9
-蓄一フ
リ
ー

2000.6.5 広報おおあらい (8) 



J

の
）
に
も
カ
ッ
パ
の
)
い｝

「鏡の塔」 沼口

「午後の船溜」

一雄

高田

大
洗
の
四
季
万
ト
コ
ン
テ
ス
ト
＠

英夫

ふかさく まひ ろ

深作 真洋ちゃん
（下宿 l歳）

お父さん 和利 お母さん 晃江

「体はちっちゃいけど、食べることがなによ

り大好き● 大きくなったら、いろんなス

ポーツいっぱいしようね」

ア
イ
ド
ル
！

おのせ わ区否
小野瀬 舟几くん
（南清水l区 l l力月）

お父さん 克好 お母さん 正子

「よく寝て、よく食べて、よく笑います

7オ年上のお兄ちゃんが大好きです」

9̀ -

(9) 広報おおあらい 2000.6.5 
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みなさんが
「学び」の主役

5月20日、平成12年度公民館講座合同開講式が

開催され、受講生130名が参加しました。

主催者である加藤教育長のあいさつからはじまり、

各講座の講師の皆さんが紹介され、各講座に分かれ

て内容の説明や講師を囲んでの打ち合わせが行われ

ました。

また、「ベルナのしっぽ」の原作者郡司ななえさん

の講演会「盲導犬と拓いたわたしの世界」では、障

害を克脈しての前向きな郡司さんの生き様に皆さん

感動していました。

公民館講座では、皆さんの学ぶ意欲をサポートい

たします。詳しくは、町生涯学習課合267-0230ま

でお問合せ下さい。
▲郡司さんのお話は、手話で同時通訳されました

、-

．．． •• 
-．．,． 9 

....見て 1ナイスショ ット？
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-
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- aと9.

`．．-•土
;•; ^ 
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ワ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場
／

叶んなて楽しく
布もしろスポー'’I
5月3日から5日までのゴールデンウィー

ク期間中、大洗マリンタワー前芝生広場で

マリンタワーファミリー広場が開催されま

した。

訪れた皆さんは、おもしろ自転車やパー

クゴルフ、ソフトブーメランやジャンボシ

ャボン玉作りなど、家族や仲間で挑戦しま

した。また、ウルトラマンも登場し、ちび

っ子たちと記念撮影などが行われ、会場は

大勢の家族連れなどでにぎわいました。

2000.6.5 広報おおあらい (l 0) 



▲仲よくほほよせあって、コールをめざします

▲ピンやカンを釣のって意外と難しい

みんなl/Jl/J汗
かきまじた

第25回春季町民野球大会

4月30日から5月14日の日曜日、総合運動公

園で町内の野球チームが熱戦をくりひろげ、コナ

ウィンズが大会2連覇を飾りました。

優勝コナウィンズ

準優勝高橋農機

第3位 デイパーチャーズ

第3位オノチョップス

［最優秀選手賞】石崎 英雄選手 （コナウィンズ）

【敢 闘 賞】増田昌信選手 （高橋農機）

【打 撃 賞】石崎勝ー選手 （コナウィンズ）

(l l) 広報おおあらい 2000.6.5 

楽l,く遍動．
ま言ま言元気
5月26日総合運動公園体育館で身体障

害者と60歳以上の方々が参加し「いきいき

体育祭」が開催されました。

ストレッチといきいき体操で身体をほぐ

して競技スタート。

保育園児との大玉ころがしやリサイクル

缶つりゲーム、デカパン競走やほほを寄せ

合って風船を運ぶラブラブほほ寄せゲーム

などが行われ、会場は声援と笑い声に包ま

れました。また、ウナギのつかみ取りでは、

ヌルヌルと逃げるウナギに皆さん悪戦苦闘

していました。

参加した方は「楽しい時間が過こせまし

た。次回も期待しています」と感想を語っ

ていました。

▲準條勝の大洗ー中男子チーム

第4回大洗町近郊中学校バスケットボール大会

5月13・ 14日の2日間、総合運動公園体育館と第一中学校体育館

を舞台に第4回大洗町近郊中学校バスケットボール大会が行われ、大

洗ー中、南中を含む男女各15チームが出場、日頃の練習の成果を競

い合いました。

［男子】 ［女子］

優勝旭中 優勝旭中

準優勝大洗ー中 準優勝常北中

第3位那珂湊中 第3位梅香中

第4位大洗南中 第4位内原中



期
間
／
7
月
20
日
1
8
月
20
日

業
務
／
海
水
浴
場
の
諸
係
員

応
募
資
格
／
町
内
在
住
の
高
校
生
・
大

学
生
で
心
身
共
に
健
康
な
方

募
集
人
員
／
4
名

申
込
み
／
6
月
30
日
ま
で
に
市
販
の
履

歴
書
を
商
工
観
光
課
ま
で
提
出

し
て
下
さ
い

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
2
)

期
間
／
7
月
21
日
1
8
月
25
日

業
務
／
町
営
プ
ー
ル
監
視
員
等

応
募
資
格
／
町
内
在
住
の
高
校
生
以
上

で
心
身
共
に
健
康
な
方

募
集
人
員
／
20
名

町
営
プ
ー
ル
監
視
員
等
募
集

海
水
浴
場
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

ぐらしの］情報
INFORMA TTON 

大洗町役場合267-5111

（
 

申
込
み
／
6
月
30
日
ま
で
に
市
販
の
履

歴
書
を
生
涯
学
習
課
社
会
体
育

係
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

（
内
線
3
5
8
)

那
珂
湊
二
局
を
開
放
し
て
小
学
生

中
学
生
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

期
日

・
内
容
／

初
級
コ
ー
ス

7
月
26
日
（
水
）

・
27
日
（
木
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
利
用
し
た
T
シ
ャ
ツ
作
り

中
級
コ
ー
ス

7
月
28
日
（
金
）

31
日
（
月
）

8
月
1
日
（
火
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
利
用
し
た
丁
シ
ャ
ツ
作
り
と
表
計

算
の
基
礎

定
員
／
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
40
名

費
用
・
持
参
す
る
物
／

8
0
0
円

(T
シ
ャ
ツ
代
）
、
昼
食
、

筆
記
用
具

申
込
み
／
一丁

3
1
1
の
1
2
2
4

ひ
た
ち
な
か
市
山
の
上
町
4
の
6

那
珂
湊
第
二
局
等
学
校
学
校
開
放

講
座
あ
て
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
小
中
学
校
名
、

1

子年、

受
講
希
望
コ
ー
ス
を
記
入
の
上
、

7

月
5
日
必
着
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

小
学
生
・
中
学
生
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

「
げ
ん
き
倶
楽
部
」
は
、
ゆ
っ
く

ら
健
康
館
の
施
設
を
最
大
限
に
利
用

し
て
保
健
婦
、
栄
養
士
、
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ナ
ー
が
町
民
の
皆
さ
ん
を
元

気
に
し
よ
う
と
す
る
事
業
で
す
。

運
動
し
な
く
て
は
と
お
考
え
の

方
、
最
後
ま
で
や
り
抜
こ
う
と
す
る

意
志
の
あ
る
方
、
本
人
の
や
る
気
が

大
切
で
す
。
8
カ
月
後
、
身
体
も
心

も
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

内
容
／

▼
ま
す
、
身
長

．体
重
体
脂
肪
率

．

身
体
の
各
サ
イ
ズ
を
測
定
し
ま
す
。

▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
各
個
人
の
能

力
に
合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
ま
す
。
（
同
時
に
食
生

活
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
診
断
も
行

い
ま
す
）

＞
Y
っ
た
＜
＿元
気
が
な
い
ん
だ
か
ら

太
っ
て
き
た
し
；
．；
 

フ
ウ
…
疲
れ
る

沿

，
 
「げんき倶楽部」参加前

5
歳
若
返
る

け
ん
き
倶
楽
部

始
め
ま
す
健康

ヽ ▼
そ
れ
に
従
い
、
自
分
の
都
合
の
良

い
日
時
（
回
数
）
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
開
始
し
ま
す
。

▼
毎
月
1
回
、
全
員
で
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ

ン
ト
予
定

6
月
26
日

（月
）
午
前
10
時
1
1
2
時

開
講
式
、
身
長

・
体
重

・
体
脂
肪

率

．
血
圧
測
定
、
運
動
メ
ニ
ュ
ー

と
食
生
活
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
—
診

斤此
7
月
24
日

（月
）

診
断
結
果
か
ら

各
自
目
標
を
定
め
ス
タ
ー
ト

8
月

運
動
と
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

肥
満
者
の
日
常
生
活
、
運
動
の
強

さ
と
心
拍
数
に
つ
い
て
学
ぶ

9
月

ジ
ム
を
利
用
し
た
運
動
、
肥

満
に
適
し
た
運
動

10
月

正
し
い
歩
き
方
と
野
外
ウ
オ

ー
キ
ン
グ

11
月

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
試
食
会
、

元
気
度
評
価
（
中
間
報
告
）

12
月

倶
楽
部
生
に
よ
る
自
主
内
容

1
月

ス
ト
レ
ス
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

湯

．
遊
コ
ー
ス
、
肥
満
と
病
気

2
月

寒
さ
に
負
け
な
い
運
動

3
月

閉
講
式
、
結
果
報
告
、
こ
れ

か
ら
の
取
組
み

▼
来
年
3
月
の
終
了
時
に
は
、
各
種

デ
—
夕
—

を
測
定
、
最
初
と
比
較

し
ま
す
。

（
成
績
優
秀
者
を
表
彰
）

特
典
／
期
間
中
の
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム
の
使
用
料
と
イ

ベ
ン
ト
時
の
入
浴
は
無
料

持
参
品
／
上
履
き
専
用
の
ト
レ
ー
ニ

墨
近
の8t
 

「げんき倶楽部」参加後

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、
水
眉
（
プ

ー
ル
使
用
者
の
み
）

対
象
／
40
歳
以
上
の
大
洗
町
民
（
過

去
に
町
の
健
康
診
断
で
要
指

導
等
の
通
知
を
受
け
た
方
は

優
先
し
ま
す
）

※
現
在
、
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
の
プ
ー

ル
、
ジ
ム
に
通
っ
て
い
る
方
は
こ

還
慮
下
さ
い
。
ま
た
、
医
師
に
運

動
を
制
限
さ
れ
て
い
る
方
も
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

期
間
／
平
成
12
年
6
月
26
日
か
ら

平
成
13
年

3
月
末

応
募
方
法
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
l

階
に
用
意
し
た
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
／
6
月
12
日
1
6
月
20
日
ま
で

※
平
日
の
午
前
8
時
30
分
1
午
後
5

時
ま
で
、

2
階
で
は
受
付
け
ま
せ

ん。
※
定
員
は
35
名
で
す
の
で
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
健
康
診
断
「
要
指

導
」
の
方
を
優
先
し
、
残
り
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o
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2000年大洗の夏まつり (6月～7月）
イベントの名称 開 催 日 開催 場 所 備 考

茨城プロアマ プロ、アマ約200名の選手による

オープン・ 6月23（金） 大洗水族館下
メンズクラス、ンディースクラスの
サーフィン競技が実施され日本の

サーフィン ~25日（日） トッフクラスのサーフィンを見るこ
コンテスト とができます。

2000年
約200組が出場

ビーチバレー
7月29日（土）

大洗サンビーチ
ジャパンピーチ、ピーチジャパンレ

30日（日） ディースのトーナメン日が実施さ
in大洗 れます。

約3,000発の打ち上げ
大洗海上 7月29日（土）

大洗サンビーチ
終盤の尺玉lO連発、ジャンボスタ

花火大会 19 30~21 00 ーマインが見どころです。

‘'みんなで 大洗マリン
誰でも自由に参加できます

踊ろう” 7月30日（日） タワー前
当日、団体の部、個人の部で受付

して、コンテスト形式での開催です。
盆踊りのタベ 芝生広場

◎海水浴場安全祈願祭 7月18日（水）10時大洗海水浴場

◎海水浴場開設期間 7月20日（木）～8月20日（日）の32日間

◎問合せ 商工観光課(331)

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
の
経
済

的
安
定
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
は
た

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
者
と
な
っ
て
働
け
な
く
な

こ
ん
な
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す

金
祉
年
福

っ
た
時
や
、

一
家
の
働
き
手
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
時
に
も
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
●
老
齢
基
礎
年
金

保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間

を
含
む
）
が
、
最
低
25
年
以
上
あ
る
人

が
65
歳
か
ら
生
涯
受
給
で
き
る
年
金
で

す
。こ
の
年
金
は
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か

ら
64
歳
の
間
に
繰
り
上
げ
て
減
額
さ
れ

た
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
も
、
ま
た
66

歳
か
ら
70
歳
の
間
に
繰
り
下
げ
て
増
額

さ
れ
た
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

●
障
害
基
礎
年
金

児
童
手
当
の
支
給
年
齢
が

延
長
さ
れ
ま
す

お
弁
当
配
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

保
険
料
納
付
期
間
な
ど
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
被
保
険
者
が
、
病
気
や
ケ

ガ
に
よ
っ
て
障
害
等
級
ー
級
及
び
2
級

に
該
当
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
遇
族
基
礎
年
金

保
険
料
納
付
期
間
な
ど
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
被
保
険
者
、
ま
た
は
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し

た
人
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、

18
歳
ま
で

の
子
供
の
い
る
妻
、
ま
た
は
そ
の
子
供

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
第

3

.
4
火
曜
日
（
祝
日
や

8
.
9
月
を

除
く
）
の
午
前
10
時
か
ら

12
時
頃
ま
で

の
時
間
帯
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
な
ど
に
お
弁
当
を
配
食
し
て
下
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(2
6
6
)
3
0
2
l
 

担
当

栗

原

ま

で

児
童
手
当
は
、
現
在
3
歳
未
満
の
児

童
を
対
象
に
そ
の
養
育
者
に
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。（
所
得
が
一
定
額
以
上
の

方
に
は
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん）6
月
か
ら
支
給
対
象
年
齢
が

6
歳
到
達

申請手続きをしないと受給でき

ません（自動的には該当になりま

せん）のでこ注意下さい。

※対象年齢のお子さんのいる世帯

には、後日申請手続きの案内を

通知いたします。

新規申請の方

平成12年9月30日までに申請さ

れた場合、平成12年6月分までを

上限としてさかのぼって支給され

ます。(9月以前に支給要件にあ

てはまっていた月に限る）

児童手当を現在受けている方

町から送付される「現況届」を

平成12年6月30日までに提出して

下さい。義務教育就学前のお子さ

んがいる場合は、「額改定請求書」

もあわせて提出していただきま

す。

問合せ／町福祉課（内線ー52)

改 正前 改 正 後

義務教育就学前

対象年齢 3歳未満 (6歳到達最初の年度末）

※平成6年4月2日以降

に生まれた児童

第 1子・ 2子 第 1子 ・2子

手当月額
5,000円 5,000円

第 3子以降 第 3子以降
10,000円 10,000円

後
の
3
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

＾ 

涸沼川

戸

橋

水

貫
至

f
＼
大_
 

、
ー
、

温泉スタンド

至鹿嶋 R51 

ところ 大貫町字中区8790番地の1

町
営
温
泉
ス
タ
ン
ド
を

こ
利
用
く
だ
さ
い

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
観

光
振
興
の
た
め
町
営
温
泉
ス
タ
ン
ド

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
の
泉
質
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
ー

塩
化
物
泉
で
神
経
痛

，
筋
肉
痛
＇
五

十
肩
な
ど
に
よ
く
効
く
泉
温
15
℃
の

温
泉
で
す
。

こ
家
庭
で
こ
利
用
の
場
合
は
、

5

1
10
倍
に
薄
め
て
こ
使
用
下
さ
い
。

温
泉
水
料
金
／
10
此
あ
た
り
10
円

(10
円
硬
貨
を
こ
利
用
下
さ
い
）

利
用
時
間
／
lO
時

1
1
9時

※
営
業
目
的
で
温
泉
水
を
利
用
す
る

方
は
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
利
用
許
可
申

請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
商
工
観
光
課（内
線
3
3
2
)
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相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
30
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
の
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
ル
ー
ル
を
守

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

〇
犬
は
つ
な
い
で
、
特
定
犬
は
檻
の
中

犬
の
飼
い
主
の

方
に
お
願
い

環境

心
配
こ
と
相
談

相 号火0火

＜` ％
ま
す

づ
J

協
＼
し

お
願
し

で
飼
い
ま
し
ょ
う
（
特
定
犬
と
は
、
秋

田
犬
、
土
佐
犬
、
シ
ェ
パ
ー
ド
、
紀
州

犬
、
ド
ー
ベ
ル
マ
ン
、
グ
レ
ー
ト
デ
ン
、

セ
ン
ト
バ
ー
ナ
ー
ド
の
7
犬
種
及
び
体

長

70cm
以
上
の
犬
を
指
し
ま
す
）

〇
犬
の
運
動
や
散
歩
時
に
は
必
す
フ
ン

の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

0
運
動
、
散
歩
は
ク
サ
リ
や
綱
に
つ
な

い
で
行
い
ま
し
ょ
う

〇
捨
て
犬
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

（
犬
を
捨
て
る
と
動
物
保
護
法
違
反
に

よ
り
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
捨
て
犬
を
発
見
し
た
場
合
は
、

茨
城
嗅
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
に
こ
連
絡

く
だ
さ
い
）

0
人
に
危
害
を
加
え
た
ら
、
す
ぐ
に
茨

城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
に
届
出
を

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

6
0
2
9
6
(
7
2
)
1
2
0
0
 

小
さ
な
小
さ
な
特
別
展

三
浦
綾
子
展

■貸
出
期
間

■休
館
日

6
月
12
日
（
月
）

26
日

（月）

7
月
3
日
（
月
）

17
日

（月）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
30
分
＼

午
後
4
時
30
分

2
週
問

(
l
人
3
冊）

三
浦
文
学
は
、
北
海
道
の
自
然
を
背

景
に
人
間
の
罪
深
さ
と
神
の
愛
を
見
つ

め
た
こ
と
が
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
人
は
、
病
弱
で
病
気
と
の
闘
い
の
一

生
で
し
た
。

肺
結
核
、
脊
髄
カ
リ
エ
ス
、
直
腸
が

ん
、
帯
状
疱
疹
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と

い
っ
た
大
病
を
経
験
。
そ
の
よ
う
な
苦

難
を
知
っ
た
著
者
か
ら
生
ま
れ
る
言
葉

は
と
て
も
あ
た
た
か
く
や
さ
し
さ
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

【
代
表
作
】

氷
点
、
塩
狩
峠
、
道
あ
り

き
、
ひ
つ
じ
が
丘
、
泥
流
地
帯
、
天
地

原
野
、
銃
口
、
母
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
夫

人
、
ち
い
ろ
ば
先
生
物
語
他

期
間
／
7
月
31
日
ま
で
開
催

場
所
／
中
央
公
民
館
図
書
室

図書室

10
日
（
月
）

19
日

（月）

^ `‘ ＼ 

フ
レ
ー
ベ
ル
館

お
や
す
み
の
準
備
が
で
き
た

ら
、
き
ょ
う
の
お
話
は
じ
め
ま
し

ょ
う
。
お
や
す
み
ま
え
の
ひ
と
と
き
に

ぴ
っ
た
り
の
小
さ
な
お
話
を
7
つ

お
さ
め
ま
し
た
。
心
地
良
い
文
と

や
さ
し
い
絵
が
子
ど
も
た
ち
を
眠

り
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

剣
客
廂
売

池
波
正
太
郎新

潮
社

秋
山
小
兵
衛
、
大
治
郎
の
剣
客

親
子
が
江
戸
の
悪
を
叩
き
斬
る
。

老
若
男
女
を
問
わ
す

一
冊
読
む

と
虜
に
な
る
不
朽
の
傑
作
。

著

狂
乱

ふや苓み0まえに1
UつじのCなら●ん

崎
間

所

ひ

さ

こ

作

山
口
み
ね
や
す

絵

お
や
す
み
の
ま
え
に

ひ
つ
じ
の
な
な
ち
ゃ
ん

⑫

書

紹

介

匹

●大洗文化センタ―• 合266-2442

月日耀 催 事内容 開始時間 開催場所 遭方法

l 7 ± 学習会（ダイ？ナシンデレラ）900~ 爪ール関係者

6 16 ～ 18 金～ 日美術品展祠読 9.00~ 大会鼠室 一 般

25 日民謡民舞茨城県束部連合大会 9.00~ ホール無料

町の人口と世帯
(5月1日現在）

人口 20,066人 (+l 0) 

男 9,908人(+10) 

女 l0,158人 (0)

世帯数 6,647世帯 (+17) 

転入 69人 転出 65人

出生 15人 死亡 lO人

その他 1人

町県民税（第1期）

国民健康保険税（第2期）

国民年金(6月分）

納期は

6月30日迄です。

且

2000.6.5 広報おおあらい (14) 



疇疇囀疇攣
R0喩紛麟？

在宅サービス 在宅サービスを利用した場合、サービス費用の 1割

を自己負担することになります。また、食事サービスを利用する場

合の食材料費や日用品は自己負担となります。

訪問・通所 I訪問介護
［身体介護］ 30分未満／2,100円 30分～1時問／4,020円など
［家事援助］ 30分～1時問／1,530円 1 ~ 1.5時問／2,220円など
［身体介護・家事援助が同程度行われる場合］ 30分～1時問／2,780円など

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

福祉用具の貸与

1回／ 12,500円など

［指定ステーションから］ 30分未満／4,250円 30分～1時間／8,300円など
［医療機関から］ 30分未満／3,430円 30分～1時間／5,500円など

1回／5,500円など

要介護度と施設、利用時間に応じて4,000円～6,600円など
（食事390円、介助入浴390円、送迎880円加算）

要介護度と施設、利用時間に応じて4,630円～7.440円など
（食事390円、介助入浴390円、送迎片道880円加算）

（福祉用具によってサービス費が異なります）

短期入所 I短期入所生活介護
要介護度と施設に応じて9,140円～l1,200円など
（機能訓練、送迎加算）

要介護度と施設に応じて9,940円～l2,260円など
（機能訓練、送迎加算）

その他

※サービス費に

ついては、あ

くまでもめや
すの額です。

短期入所療養介護

I居宅療養管理指導 医師・歯科医師の場合（月1回）9,400円など

痴呆対応型共同生活介護 要介護度と施設に応じて8,090円～8,740円

特定施設入所者生活介護 要介護度と施設に応じて2,380円～8,180円

居宅介護支援 要介護度に応じて6,500円～8,400円（自己負担はありません）

（ケアプランの作成費）

居宅介護福祉用具購入 （年間 10万円まで）

居宅介護住宅改修 （原則として 1軒につき20万円まで）

施設サービス 施設に入所している場合、自己負担の額は、介護度や施設

によって異なりますが、食費（定額の標準負担額）を含めて平均負担額は、

おおむね次のとおりとなります。

要介護度区分 介護老人福祉施設介護老人保健施設介護療養型医療施設

要支援 「要支援」の方は利用できません

要介護1~5月平均利用料 約50,000円 約53,000円約60,000円

※日常生活費（理・美容代、娯楽費など）は、全額自己負担となります。

(15) 広報おおあらい 2000.6.5 
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ぅ和戸膵館の1中磨9入
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チ ・ョウザメ
キャピアで有名なチョウザメは「サメ」の名が付きますが、

やわ なんこっ

サメの仲間ではありません。サメは、軟らかい骨を持つ軟骨魚
かt こうこっ

類ですが、チョウザメは硬い骨を持つ硬骨魚類に分類され、姿

がサメに似ているので「サメ」の名が付けられました。また、

チョウザメの「チョウJの名は、体に5列の大形で板状のうろこ
があり、その形が「チョウ（蝶）」に似ていることに由来していま

ふん

す。チョウザメは、吻が鋭く突出しており、その下側に2対のひ

げがあります。このひげの感覚を利用して水底の小動物を探し

当て、吸い込むように餌を食べます。現在当館で展示中のチョ

ウザメは、昭和54年6月に茨城喋鹿島沖で捕獲されたものです。

編集発行●大洗町役場町長公室 〒311-1392茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275 合 029(267) 5 l l l（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社
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＠ ※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。
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